
紀南地域に大学入学共通テスト試験会場の設置を求める意見書 

 

大学入学共通テストは、高等教育機関への進学を目指す多くの受験生にとって、将来を左

右する極めて重要な試験である。 

現在、和歌山県内における試験会場は、和歌山市内及び紀の川市内の計４か所に限られて

おり、いずれも紀北地域に集中している。 

田辺市をはじめ紀南地域における受験生の多くは、当日の公共交通機関の遅延リスクや体

調管理等を考慮し、試験の前日に和歌山市内などのホテルへの宿泊を余儀なくされ、自宅を

離れ、慣れないホテルで過ごす心身の負担は、決して小さくない。 

また、受験生を持つ家庭においては、子供を案ずる気持ちと相まって、宿泊先の確保など

心身の負担が重くのしかかり、それに加えて、受験料のほか往復の交通費や宿泊費、食事代

など経済的負担も大きいのが実情である。 

もとより、紀南地域における受験生の多くは、紀北地域の受験生に比して不公平な受験環

境の下で大学入学共通テストに挑んでいるが、これは、生まれ育った地域の違いによる、言

うなれば“地域格差”であり、教育の機会均等という観点から勘案しても、その是正が強く

求められる。 

よって、政府及び関係機関におかれては、県内全ての受験生に公平な受験環境を担保する

ため、下記の事項を可及的速やかに実施されるよう強く要望する。 

 

記 

 

１．紀南地域に大学入学共通テストの試験会場を早急に設置すること。 

 

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和８年９月 25日 

 

田辺市議会議長  佐 井 昭 子 

 

 (意見書提出先) 

  衆議院議長 

  参議院議長 

  内閣総理大臣 

文部科学大臣 
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